
 

 

 

 

平成２６年第５回教育委員会定例会会議録 

 

 

 

 

１ 日 時  平成２６年４月２２日（火）１３：３０～１６：３０ 

２ 会 場  教育委員会 会議室 

３ 出席者  武本委員長・田口委員長職務代行・山本委員・栗原委員・ 

浅井教育長・教育次長（管理担当）・教育次長（指導担当）・ 

管理課長兼生涯学習課主幹・学校教育課長・生涯学習課長・ 

体育振興課長・人権教育推進室長 

４ 傍聴者  なし 

 

 



 

 

委員長 ：それでは、時間が参りましたので、平成２６年第５回相生市教育委員会定

例会を始めさせていただきます。今日は全国学力調査の実施ということで

すが、相生の子どもたちの学力がアップするように期待しております。 

それでは議事録署名委員は、栗原委員さんにお願いいたします。 

 

栗原委員：はい。わかりました。 

 

委員長 ：事務局出席職員の報告をお願いします。 

 

管理課長兼生涯学習課主幹：両教育次長、各課長、書記としまして管理課副主幹が出

席しております。以上でございます。 

 

委員長 ：ありがとうございます。それでは経過報告を教育長よりお願いいたします。 

 

教育長 ：それでは、３月２６日の第３回教育委員会定例会以降の経過につきまして、

ご報告いたします。資料をお開き願います。 

     （経過報告に基づき以下の事業について概要説明） 

 

3/26 相人同教会計監査、人同推協会計監査 

3/27 平成２６年第１回定例市議会本会議 

3/28 平成２５年度第２回学校給食会理事会・総会 

4/ 3 金ヶ崎学園大学受講申込受付 ～4 日 

4/ 7 中学校入学式 

4/ 8 小学校入学式 

4/10 給食開始（小 2～中 3） 

4/11 平成２６年度第１回スポーツ推進委員会 

4/14 平成２６年度市町組合教育委員会教育長会議（神戸市） 

4/15 西人教第１回幹事会 

4/17 定例園長会 

4/18 人権教育推進委員委嘱状交付式、第１回研修会 

 

 

委員長 ：それでは、経過報告について何か質問等がございましたらどうぞ。 

 

委 員 ：小中学校の入学式、幼稚園の入園式、社会減に歯止めが掛かったと新聞に

ありましたが、やはり冷静な見方で見て、どんな感じですか。明らかに増

加に転じたという感じですか。 

 



 

 

教育次長（管）：まだ、正確な分析は行っておりませんが、その年度年度によっての

増減というものは確かにありまして、昨年度は尐なかったです。大体１学

年は２５０人前後というところになっております。ただ、幼稚園に関しま

しては、今回の入園の希望を見ましたが、公立の幼稚園には６割程度が入

り、残りの２割が私立の幼稚園、後の２割が保育所というパターンになっ

ておりまして、特に３歳児に関しましては、これまで在宅が多かったので

すが、今回は３歳児になる子どもの６割くらいが公立の幼稚園に入ってき

ているということで、３歳児保育というのが大分浸透してきたのではない

かなと、分析しております。そういうことによって相生市の教育というも

のが３歳児からスタートしているというのが定着しつつあるのではない

かなと思っております。全体の人口についての効果は、まだ、これからで

す。以上です。 

 

委 員 ：目立って人口が増えているという感じではないのですね。 

 

管理課長兼生涯学習課主幹：人口が増えたかという世代的な分析についてですが、こ

れまで１８歳から２０歳くらいまでの若い世代の方というのは転出が非

常に多いということでした。それに対しまして、相生市には新婚家賃補助

というのをやっておりますので、ここ最近は結婚を契機に相生市に転入さ

れる方、特に２０代前半くらいから３５歳くらいまでの世代は、転出より

も転入の方が尐しずつですが多くなってきているという傾向がここ数年

あります。ですから、この世代が子どもさんを沢山産んでもらえば、数年

後に幼稚園の入園者数というのが増えてくる傾向にあるかなと分析して

います。出生数に関しましても、昨年よりも今年の方が若干増加しており

ます。今後、明るい兆しが見えてくるかなと考えております。 

 

教育次長（指）：小中学校の異動につきましても、昨年度１年間で転入者が３２名、

転出者が２１名ということで、プラス１１名、特に小学校の低学年で増え

ているというのが現状でございます。 

 

委員長 ：明るい兆しが出てきたという感じですね。他、ございませんか。 

     特にないようですので次に進ませていただきます。議事ですが、報告事頄

として『報告第１１号 相生市小・中学校結核対策委員会委員の委嘱につ

いて』をお願いします。 

 

学校教育課長：（提出議案に基づき説明） 

 

委員長 ：それでは、報告第１１号について、何か質問等がございましたらどうぞ。



 

 

結核というのは、相生市でも何件か発症というのはあるのですか。 

 

学校教育課長：今はほとんどない状況ではございますが、昨年度の報告の中で、１名、

本人ではありませんが、家族の中でということはございました。 

 

委員長 ：特に質問はございませんか。 

     ないようでしたら報告第１１号は了承したということにさせていただき

ます。それでは、『報告第１２号 相生市教育研究所運営委員の委嘱につ

いて』をお願いします。 

 

学校教育課長：（提出議案に基づき説明） 

 

委員長 ：ありがとうございました。それでは、報告第１２号について、何か質問等

がございましたらどうぞ。 

     特にないようですので、報告第１２号も了承したということにさせていた

だきます。それでは次に『報告第１３号 相生市立図書館協議会委員の委

嘱について』をお願いします。 

 

生涯学習課長：（提出議案に基づき説明） 

 

委員長 ： それでは、報告第１３号について、何か質問等がございましたらどうぞ。 

     特にないようですので、報告第１３号についても了承したということにい

たします。次に『報告第１４号 相生市人権教育推進委員の委嘱について』

をお願いします。 

 

人権教育推進室長：（提出議案に基づき説明） 

 

委員長 ：それでは、報告第１４号について何か質問等がございましたらどうぞ。 

     今回退任された委員さんは任期満了ですか。 

 

人権教育推進室長：任期は一年更新でお願いしておりますが、家庭のご事情で引かせ

て欲しいという申し出がありまして、代わって頂くことになりました。 

 

委員長 ：推進委員が全員集まる会というのはあるのですか。 

 

人権教育推進室長：年に１０回程度推進委員の研修会を持っております。その１０回

の中には『人権の集い』のような行事も含まれておりまして、そちらの場

合は行事の運営の補助などをお手伝い頂いているところもございます。 



 

 

委員長 ：他ございませんか。 

     特にないようですので、報告第１４号も了承したという事にさせていただ

きます。それでは次に議決事頄に入らせていただきます。『議第７号 相

生市学校教育審議会への諮問について』をお願いします。 

 

管理課長兼生涯学習課主幹：（提出議案に基づき説明） 

 

委員長 ：ありがとうございました。それでは、議第７号について何か質問等がござ

いましたらどうぞ。 

 

委 員 ：諮問事頄の１ですが、２６年の１０月に答申が出ますが、思い描いている

スケジュールはどのようになりますか。 

 

管理課長兼生涯学習課主幹：答申の内容にもよりますが、財源を伴うものとなってき

ます。例えば、小中が併合する形のものになりますと、施設面の整備など

も必要となってきますので、答申を受けて、市長事務部局と連携、それか

ら予算取りの年度もあります。市としましても、文化会館など様々な事業

がありますので、ある一定の時間を定めさせていただいて、その中で進め

ていくということになると思われます。具体的なタイムスケジュール、計

画をお示しし実施するということは今の段階では申し上げにくい状況で

す。 

 

委 員 ：答申が今年の秋に出るのですね。 

 

教育次長（指）：この審議会の中で、いきなり連携教育、一貫教育が始まるといいま

しても、全ての学校が一度にスタートするわけではございません。スター

トとなりましたら、各中学校で、どういった事をやっていくかということ

を進めていくわけですから、その審議会の中でも、どんなタイムスケジュ

ールでいくのか、正式に全ての学校が一貫教育が始まるのは、もっと先に

なるかと思いますが、どんなタイムスケジュールでいくかということも、

審議して答申していただけたらと考えております。 

 

委員長 ：早くて２８年ですかね。 

 

委 員 ：校舎を伴うならもっと先ですね。 

 

教育次長（管）：答申を１０月にいただいて、それはあくまでも基本的な方針、計画

という形になると思います。２７年の４月からは、その計画に基づいた相



 

 

生市における小中一貫教育をスタートさせていただく予定をしておりま

す。それは、今言いましたように、施設も必要ですとか、そういったこと

は無理な話になるのですが、相生市としては、こういう一貫教育が良いで

すよという答申をいただいたものでスタートを始めて、毎年毎年検証しつ

つ良い形にしていくということで、その中で施設一体型というのが答申で

出ていた場合は、いつ頃にそれが必要であるというようなこともいただき

ますので、それに向けたことで進めていくということで、そこには、管理

課長が言いましたように財源が必要になってきます。例えば平成３３年に

スタートとなった場合、そこの計画を立てるにあたっては、財政当局とも

重々話をしたような形の答申をいただかないことには、無理だと思われま

す。これはあくまでも教育サイドが主流に考えますのでこうしたら良いだ

ろうという形に持っていきますが、出来るだけ現実的な形の答申をいただ

いて、それに沿っての２７年度からスタートしたいと考えております。 

 

委員長 ：他、ございませんか。 

 

委 員 ：モデル的に矢野川中学校が取り組んでいるのですか。 

 

教育次長（指）：現在、連携教育のモデル事業を取り組んでおります。 

 

委 員 ：ということは、交流をやってみるとかという感じですかね。校舎が離れて

いるので、効率的にやろうと思えば、やはり同じ場所でしないとという感

じがあって、今の若狭野小と矢野小の交流についても、上手くいけば良い

のですが、そういうところも今年はどうなるかなと思います。メリットの

部分があまり見えない気がして、取り組んでいる学校は、テレビでもやっ

ていたり、視察も行かれたりしているみたいですが、本当に具体的に子ど

もたちがそれによって、良い事というか、学べることがあるのであれば、

どんどん進めていったら良いと思いますが、そこらが、答申として何かが

出てくるかなとは思います。 

 

教育次長（指）：今回、教職員の方にアンケートを取っているのですが、思い描いて

いるイメージもそれそれで、学校の中で、教育の中で、小学校と中学校が

例えば一緒に授業をするとか、そういった事を思い描いている方もいます。

ただし、それは、相当に無理があるというような事をはっきりと書かれて

おりますし、私たちもそのように思いますので、今、矢中校区で幼小中学

校園モデル事業をやっておりますが、その中でやっているのは小学校は小

小連携の合同授業、それから、幼小中でやっているのは、地域、保護者を

巻き込んで生活習慣をきっちりとして、地域ではどのようなことが必要な



 

 

のかという形で取り組んでもらっていますから、まずスタートするのでし

たら、そういった今、矢中校区でやっていることを各学校の中で違う那中

校区、双中校区の中でも地域で子どもたちを育てるということから入って

いくのが、ベストではないかなと個人的にはそういった思いではおります。 

 

委員長 ：小中連携、一貫教育の一番大きな狙いは学力アップではないのですか。一

概には言えませんか。 

 

教育次長（指）：現在の相生市の学力を分析してみますと、相生市の子ども達の学力

も体力も小学校の低学年は全国平均よりもやや下回る感じで、高学年あた

りで全国と同レベル、中学校になると全国よりもかなり上回っているとい

うのが、ここ数年続いております。理由が何かと言いますと、中学校が頑

張っている、そういうことではなくて、小学校から生活習慣とか、学習規

律とかそういった部分について、十分にやってこられているから学力が向

上しているんだというような分析をさせてもらっています。ですから、学

力向上を狙うのですが、勉強の時間を増やしたりというのではなくて、生

活習慣とか、学習規律とかそういった根っことなる部分が大事というので、

それを育てることを連携、一貫教育で重きをおけたらなというように考え

ております。 

 

委員長 ：わかりました。他ありませんか。 

 

委 員 ：姫路の白鷺小学校でしたか、あそこは同じ建物でしたか。 

 

教育次長（指）：併設です。 

 

委 員 ：そこは、上手くいってるとか学力が上がっているとか何か聞くことはあり

ますか。 

 

教育次長（指）：あそこは、人数が減ってきているということもありましたので、学

区を取り払って姫路市内ならどこからでも来れるという形をとっており

ますので、学校の人数が増えてきています。そういった部分で効果が上が

っているようです。 

 

委員長 ：小学生を持つ父兄は白鷺小学校に入れたいと言って、近くに家はないかと

か、父兄には人気があります。そのあたりが矛盾していますが。 

 

委 員 ：小中が一緒になったら、中学に入る時のショックがないというイメージな



 

 

のでしょうか。中高一貫は私立などでよくありますから分かりますが、小

中で公立で一貫というのは、９年間を充実した９年間の意味で小中一貫に

することなのでしょうが、当然、委員長が言われるように学力アップだと

思います。そういうことで、父兄にも人気が良いのではないかと思います

が、現実は色々とあるわけですね。 

     中一ギャップというのは、白鷺ではないのでしょうか。 

 

教育次長（指）：中一ギャップの解消というのが、一番の狙いでございますが、相生

市の場合はそのギャップが際立ってないので、小中一貫、連携というもの

にはどういった柱立てが良いかなということで先ほど言わしていただい

たのが考え方でございます。教職員の中でのアンケートは、こちらが思っ

ていたよりも良いです。小学校の先生も９割が必要と応えております。中

学校でも８割近くが必要だと思う、ただ、中身についてはいろいろとあろ

うかと思いますが、やはり小中の連携は必要と教職員は感じていますが、

多忙化に拍車がかかるということでは、かなり心配しております。 

 

委 員 ：双葉小学校で、教科担任制を取り入れた時に、中一ギャップを減らそうと

いうことで、いくらかでも教科担任を取り入れたと思います。今も続いて

いると思いますが、学級数が多いとそういった事が可能になるし、５、６

年生くらいでやると上手い具合に中学校の教科担任制に入っていけると

いうメリットがあるということで、大分前からやっていると思います。し

かし、子ども達の発達段階から見たら１年生から４年生くらいまでは、一

つの流れでかわいい子どもといった感じで、５、６年生になると、この頃

尐し発達が早いのかもしれませんが、中学校１年生とあまり変わらないと

思います。中学２年生、３年生になるとすごく大人びていく、そういう子

どもの発達段階から見て、一つは小中連携という意味はあるのではないか

とは思います。問題はそれをどう組んで行くかということになったら難し

いと思います。効果的にやろうとするといろんな課題が出てくると思いま

す。それが子ども達に良い事であれば、課題と言わずやっていけば良い事

だと思います。 

 

教育長 ：小中一貫の制度を取り入れる理由として、例えば中一ギャップを防ぐため

とか、中学校へ行ってから不登校が増える、それの発生を防ぐためとかそ

ういう考え方で小中一貫の理由付けをされているのですが、相生市で今回

考えておりますのは、先ほどから説明がありましたように、今、そういっ

た大きな問題は起きておりません。極めて落ち着いた状態で小学校、中学

校と学校の運営がされております。そのことによって成績も小学校から中

学校にかけてどんどん上がっているという、非常に望ましい状態を維持で



 

 

きております。ですから、相生市で小中一貫校を考える場合は、そういう

何か課題となるものを改善するためにこの制度を取り入れるという考え

方ではなくて、今ある状態をより良くしていくために、あるいは将来的に

そういう問題が起きないようにというように現在の状態を維持発展させ

るために制度として小中一貫校を考えていこうという発想のもとにスタ

ートしようということで、否定からではなくて肯定からスタートしようと

いう考え方で臨むつもりをしています。それと、学力ということはやはり

問題になりますが、その学力のベースにあるのはそういう落ち着いた学校

運営、学校が落ち着いているということが大前提にありますので、一つの

制度として確立したいと考えています。それで、今回の小中一貫のアンケ

ートをする中で、やはり学校によって温度差があります。しかしながら小

中の連携という取り組みは各小学校、各中学校区でそれぞれやっておられ

ます。ですからそれが、バラバラではなくて、どの小中学校においても小

中連携ということの必要性については感じておられるので、それがバラバ

ラでやられるのではなくて、きっちりとした制度の下にやっていただこう

という考え方です。ですから先生が異動されてもどの学校でも同じような

考え方、システムで小中の一貫の教育はなされればと考えています。今後

どんどんとこの制度を発展させていけば、今、委員がおっしゃったように、

発達段階によって、ある程度教育の在り方も考え直すということも可能と

なってくる、ただ、導入段階からそれをやってしまうととんでもない混乱

が起きますので、あくまで小学校６年、中学校３年の９年間を通じて一人

の子どもを育てていくという考え方をまず作っていきたいという考え方

で、そして、決して否定からではなくて、今ある状態を肯定することから

入っていこうと考えております。 

 

委員長 ：他、ございませんか。 

     特にないようですので、議第７号については原案どおり議決ということで

よろしいでしょうか。 

 

委員全員：はい。 

 

委員長 ：それでは、議第７号については、原案どおり議決といたします。次に『議

第８号 相生市人権教育推進委員設置に関する規則の一部を改正する規

則の制定について』をお願いします。 

 

人権教育推進室長：（提出議案に基づき説明） 

 

委員長 ：それでは、議第８号について、何か質問等がございましたらどうぞ。 



 

 

規則の改正ということですが、全国的な人権教育の傾向としてこういう考

え方がベースにあるわけですか。 

 

人権教育推進室長：同和対策の法律につきましては、すでに法改正がされておりまし

て、同和対策に限定した法は平成１２年３月に失効しており、現在は、平

成１２年に定められました人権教育及び人権啓発の推進に関する法律に

基づきまして、今回改正いたしますような、様々な人権課題に対応して教

育啓発活動を進めていこうというそういう方向性が示されております。本

来は、もう尐し早く改正すべきとも思われるのですが、活動報告書の様式

を改めることと合わせまして、職務内容につきましても見直しをした結果、

改める必要があるということで改正をさせていただきたいと思っており

ます。 

 

委員長 ：何かございませんか。 

 

委 員 ：詳しく報告をするようになったということですね。 

 

人権教育推進室長：今回定める様式によりまして、更に参加者の意見や感想、また推

進委員の感想や指導の様子が見えるものということで、より、詳しい報告

を受けられるということ。現在この形で運用しておりますので、これに規

則の上でも改正させていただきたいということになります。 

 

委員長 ：他ございませんか。 

 

委 員 ：問題というのは解決しないといけなく、課題というのは解消しなければな

らないということですね。 

 

人権教育推進室長：課題解決ということもあると思いますが、一般的に教育でよく言

うのは、課題の解消、問題の解決といいます。 

 

委 員 ：問題と課題といえば、問題の方が小さな事柄、課題というのはそれを含め

た大きな事柄と私は解釈しています。 

 

教育長 ：同和問題というのを一つの言葉として、一つの現象として同和問題と捉え

た場合には、それは解消になる。同和問題を一つ一つの問題として捉えた

場合には、解決になるだろうという使い分けがこの規則の中でもされてい

ると思っております。 

 



 

 

委員長 ：それでは、特にないようでしたら、この議第８号は原案どおり議決させて

いただいてよろしいでしょうか。 

 

委員全員：はい。 

 

委員長 ：それでは議決とさせていただきます。それでは協議事頄に入ります。『協

議第４号 平成２６年度相生の教育について』をお願いします。 

 

教育次長（管）：全体説明  管理課長、学校教育課長、生涯学習課長、体育振興課

長、人権教育推進室長、各課室の内容を提出議案に基づき項に説明 

 

委員長 ：それでは、平成２６年度相生の教育全体に渡って何か質問等がありました

らどうぞ。 

 

委 員 ：学校教育課の主な事業の確かな学力の定着１のところのキのサイエンスト

ライヤル事業というのは、どのような事業でしたでしょうか。 

 

教育次長（指）：昨年度から入った事業で、中学校の場合は、一般企業の方に来てい

ただいて、科学に関するようなことなどの授業をしていただくということ

で、昨年度は、建築の方に来ていただいて、矢野川中学で防災教育の講演

をしていただいております。小学校の方につきましては、高校の理科の先

生に来ていただいて、小学校の先生対象に理科の実験の講習とか実験の進

め方とか、そういった事を行う事業でございます。昨年は、双葉小学校と

若狭野小学校に相生高校の理科の先生に来ていただいて、授業を行ってい

ただいております。 

 

委員長 ：他、ございませんか。 

     ４月からスタートして、間がないのですが、創意ある学校園づくり事業と

いうのは、具体的にいくつかあがってきているのですか。 

 

学校教育課長：今、続々と出てきているところです。 

 

委員長 ：生涯学習課の相生っ子学び塾は特に変わりはないですか。 

 

生涯学習課長：学び塾につきましては、今年が２年目ということで、昨年度より、国

算、英語と実施をさせていただいて、現在、各学校に募集をかけておりま

して、今週末で出揃う予定で、事業としては、継続していく中で、まず、

その科目について、定着を図っていくということと、英語については、６



 

 

年生の回数を若干増やさせていただくことによって、中学校に行ってもス

ムーズな英語活動ができるようにということで、楽しい思いを持ってもら

うということを考えておりますので、今週末くらいになると実績が出ると

思いますが、現在のところ前年度とほぼ同様の人数くらいになるのではと

思っているところです。以上でございます。 

 

委員長 ：よろしくお願いします。 

     それでは、他にないようですので、これでよろしくお願いします。次に『協

議第５号 相生市教育委員会だよりの発行について』をお願いします。 

 

管理課長兼生涯学習課主幹：（提出議案に基づき説明） 

 

委員長 ：ありがとうございました。それでは、協議第５号について、何か質問等が

ございましたらどうぞ。 

 

委 員 ：近隣でされているところはありますか。 

 

管理課長兼生涯学習課主幹：はい。県下でもいくつかの市町は実施されています。そ

のあたりも参考にさせていただきたいと思っております。 

広報紙の中で、行っているところもありますし、今回、我々が提案させて

いただいたように、別で刷って、それを全戸配付といったような、市によ

っていろいろな方法があるようです。 

赤穂市は、全戸に配っておりませんで、ホームページと、小中学校に配付 

ということのようです。 

 

委 員 ：広報あいおいと重なる記事というのはないのですか。 

 

管理課長兼生涯学習課主幹：やはり若干重なる部分はあると思います。まだ、試案の

段階ですが、各担当で様々な事業がありますので、広報課との連携をしな

がら、教育委員会の中でも編集会議みたいなものも設けてどういったもの

を載せていくのかということを担当係長レベルくらいでいろいろともみ

ながら重複ないように、重複があったとしても写真を変えるとかそういっ

たことで対応していきたいと考えております。 

 

委 員 ：ぐんぐん学力アップもそうですし、英語とふれあう活動の実施であるとか、

いろんなことを市民に知ってもらうことは良い機会かなと思います。 

 

教育次長（管）：コンセプトとしましては、議会だよりのようなもの、教育委員会も



 

 

一つの行政機関としての活動を知らしめるということで、今、議案で出た

ものを協議して議決しましたということは、必ず市民へ知らしめる必要が

ございますので、そこは大事にしたいと考えております。それと合わせま

して、管理課長が言いましたように、読んでもらえる記事にする、基本的

に教育委員会の活動の部分を広く市民の方に周知させていただこうとい

うことを基本に考えております。 

 

委員長 ：平成２６年度の場合、新規事業がありますね。新規事業の推進状況、ある

いは、生涯学習課の学び塾とか、相生市としてのユニークな事業とか、ト

ピックスとかありますが、PTA の会合とかで各学校単位で出ているので、

それも必要ですが、教育委員会の事業の紹介をやっていく必要があると思

います。教育委員長の挨拶や、教育委員の挨拶というのはいらないと思い

ます。紹介ぐらいで良いと思います。それだけのスペースを取る必要はな

いと思います。 

 

委 員 ：私もそう思います。限られた紙面ですので。教育委員会の事業は市民が知

らないこともあると思います。 

 

委 員 ：市民は知らないことがほとんどだと思います。学校だよりが隣保に回って

きても、子供がいないから関係ないといって見ていない人がほとんどです。

それを何とかするのに、これはすごく良いと思います。 

 

教育次長（管）：ご意見を踏まえて検討いたします。挨拶というのは、最初の出だし

だけになるかもしれません。教育委員さんの紹介ということが重要かと思

いまして、こういう形にさせていただきました。ご意見をいただきました

ので、出来る限り教育委員会全体の事業を知っていただくという部分で紙

面を使っていきたいと考えています。 

 

委員長 ：赤穂市の場合は最近できましたか。 

 

教育次長（管）：去年です。 

 

委員長 ：次回はもっと予算をとって、せめて２色とかにしてもらえたらと思います。 

 

教育次長（管）：せめて相生の教育レベルぐらいまでもっていきたいと思います。 

 

委員長 ：他、何かございませんか。なければ協議第５号もこれでよろしくお願いし

ます。それでは、議案その２に入らせていただきます。『協議第６号 平



 

 

成２６年度学力テストの実施について』をお願いします。 

 

学校教育課長：（提出議案に基づき説明） 

 

委員長 ：それでは、協議第６号について、何か質問等がございましたらどうぞ。 

 

委 員 ：全国学力学習状況調査、これはマスコミとかが言っているので、聞くので

すが、実際の問題用紙の解答は、どのようなものなのでしょうか。マーク

シートでしょうか、記述なのでしょうか。 

 

学校教育課長：両方ございます。全てがマークシートではございませんし、答えを記

号で書いたりというものもございます。教科や学年によっても若干違いま

すが。 

 

委 員 ：なぜ聞いたかと言いますと、入試でもそうですが、一週間ぐらいで結果が

でます。４月に実施して８月下旪にしかわからない。１０日間か２週間く

らいで出ないのですか。一般的に４カ月先になれば焦点がボケてしまわな

いのかと思います。一学期間がもったいないです。 

 

教育次長（指）：全国学力学習状況調査については、教科に関する調査と生活習慣の

質問となっております。子ども達のものでも質問事頄が１００近くありま

す。それから、学校の質問もそれに近いくらいあります。それと評価やク

ロス集計というのもしますので、かなりの時間がかかるのではと思います。

しかし、最初の頃はもっと遅かったです。１０月くらいに出ておりました。

それでは何の役にも立たないということで、昨年度から８月になったので

すが、そういったクロス集計など様々な結果を見るという関係で、全国学

力学習状況調査はかなり遅くなっております。 

 

委員長 ：全国学力調査とぐんぐん学力アップ事業と同じ学力調査ですが、扱いが違

うのはなぜですか。というのは、相生市の学力アップ事業については、一

学期末の個人懇談で保護者を通じて結果を渡す。これは良い事です。しか

し、全国学力調査では、そういったことはしない。文科省の考え方で一連

の流れであるのですか。 

 

教育次長（指）：全国学力学習状況調査につきましても、Ａ４一枚の個票が出てきま

す。それについては、返却するようにしていますが、返ってくるのが夏休

み中ですので、ぐんぐん学力アップ調査の結果につきましては、一学期末

までに返ってきますので、その場で返すようにするのですが、夏休み中に



 

 

返ってきますので全部の保護者を通じて返すと言う事がとれないので、各

学校の対応に任せております。 

 

委員長 ：調査によって違うので、なぜかなと思いました。ぐんぐん学力アップ事業

というのは、相生独自の事業ですね。これは良いことですね。相生の学力

は上がりますよ。上がるはずです。 

 

教育次長（指）：試験をするだけでなく、学力向上委員会を開きまして前回にも報告

させていただきましたが、昨年度の結果に基づいて家庭学習の大切さとい

うのが分かってきましたので、『家庭学習の手引き』というものを作成し

ております。本年度の予算で製本しまして全家庭に配布しようと思ってお

ります。今年度については、先ほどもお話させていただいたとおり、学力

向上については、家庭との生活習慣とか、そういったことも大事ですので、

家庭での生活習慣の約束事というような、手引本を作成しまして来年度に

は家庭に配布していこうと考えております。 

 

委員長 ：他、何かございませんか。 

     特にないようでしたら、協議第５号もこの内容でお願いします。 

     次にその他の学校事故発生状況報告、不登校等の状況報告、いじめの現状

報告をまとめてお願いします。 

 

学校教育課長：（提出資料に基づき説明） 

 

委員長 ：ありがとうございました。それでは、学校事故発生状況報告、不登校の状

況、いじめ等の状況報告について何か質問等がございましたらどうぞ。 

     特にないようですので、次に進ませていただきます。平成２５年度中学校

卒業者進路状況報告についてお願いします。 

 

学校教育課長：（提出資料に基づき平成２５年度中学校卒業者の進路状況について説

明） 

 

委員長 ：ありがとうございました。それでは、この平成２５年度中学校卒業者の進

路状況について、何か質問等がございましたらどうぞ。 

     特にないようですので、次に移らせていただきます。５月分の行事予定報

告をお願いします。 

 

各課長 ：（資料に基づき、主だったものを報告） 

    ５月の定例会は ５／２７（火）１３：３０～ 



 

 

    ６月の定例会は ６／２４（火）１３：３０～ 

 

委員長 ：ありがとうございました。それでは、５月の行事予定報告全体に渡って何

か質問がございましたらどうぞ。 

 

委 員 ：中学校の修学旅行の行き先は学校でバラバラなのですね。昔は一緒と違い

ましたか。前からでしたか。東京とか、長崎とか全然違いますね。 

 

教育次長（指）：双中も昨年度までは沖縄に行っておりました。今も同じと思います

が、双中についても那波中についても１年時に保護者に対してアンケート

を取って行っていると思います。その関係でそのようになったと思います。

なぜ沖縄が東京に変わったのかというと沖縄では、飛行機の都合で中々良

い時間が組めない、朝早い時間になるとか、夜遅くなるとか、年によって

色々と変わるということで学校の方も困るということで、今回変更したと

聞いております。 

 

委員長 ：各学校の自主性に任せているということですね。 

 

教育次長（指）：はい。 

 

委員長：他、ございませんか。特にないようですので次に進ませていただきます。相 

生市奨学金制度についてをお願いします。 

 

管理課長兼生涯学習課主幹：（奨学金の支給内容について検討中。スケジュールを変

更する旨、口頭にて説明） 

 

委員長 ：それでは、相生市奨学金支給制度について、何かありましたらどうぞ。 

ないようですので次に移ります。仮称・相生市文化会館についてをお願い

します。 

 

管理課長兼生涯学習課主幹：（これまでの取り組みと今後の流れについて、口頭にて

報告） 

 

委員長 ：それでは、文化会館の報告について、何か質問がございましたらどうぞ。 

 

委 員 ：これは入札ですか。 

 

管理課長兼生涯学習課主幹：一般競争入札です。 



 

 

委員長 ：何社くらいが入札するか分かりませんか。 

 

管理課長兼生涯学習課主幹：我々の方では分かりません。 

 

教育次長（管）：今回の入札で落ちなければ、設計を変更して再入札となります。で

すから５月２６日が一つの重要な時期となります。 

 

委 員 ：予算が公表され私たちが知っているくらいなので大丈夫ではないですか。 

 

教育次長（管）：予算上は出ていますが、最低制限価格などは公表していません。予

定価格を出していません。 

 

委員長 ：他、ございませんか。 

ないようですので次にその他をお願いします。 

 

管理課長兼生涯学習課主幹：（相生市教育委員会職員配置表の配付、教育委員会異動

について配付、定住施策パンフ配付） 

 

委員長 ：相生市はユニークな事業をしているので、近隣が真似をしていますね。 

 

委 員 ：１１の鍵のうち、ソフトは現代版寺子屋だけですね。全部補助ですね。も

う一つくらいソフト事業があっても良いかもしれませんね。 

 

教育長 ：総額で３億円くらいですね。 

 

管理課長兼生涯学習課主幹：はい。総額で３億です。予算額なので、決算になると若

干落ちてきます。１番と２番あたりが事業費のウエイトが高いです。５番

の医療費無料というのも結構掛かっております。 

 

委 員 ：８番の預かり保育もソフトですかね。 

 

教育次長（管）：月５千円をもらっております。人件費はもっと掛かっておりますが。 

 

委員長 ：１１の鍵のうち、教育委員会関係は５つですか。 

 

教育次長（管）：７、８、９、１０、１１なので５つになります。 

 

委員長 ：パンフレットは分かりやすく、すっきりしましたね。 



 

 

管理課長兼生涯学習課主幹：やはり相生に転入定住して頂くためには、受け皿、住宅

ということなので家賃補助が非常に好評です。ですから１番と再転出され

ないように家を購入する時の２番を大きくさせていただいて、それで子ど

もさんが生まれてから、その時代時代を通して点線のとおり、３、４、５、

６、７ということで、各世代にこういったものがありますよということで

整理を今回させていただきました。若年層の転出が多かったため、尐しで

も歯止めをかけるため、ここにターゲットを絞っております。 

 

委員長 ：分かりやすく、良い物ができましたね。よろしくお願いします。他、ござ

いませんか。 

 

人権教育推進室長：（平成２６年度「市民人権学習支援事業」について提出資料に基

づき説明） 

 

委員長 ：ありがとうございました。何か質問等がございましたらどうぞ。 

特にないようですので、長時間になりましたが、以上で閉めさせていただ

きます。ご苦労様でした。 

 

 

１６：３０ 終了 

 


